張廷済と清儀閣・太平寺　：　現地調査からの考察 by 川合, 尚子
張
廷
済
と
清
儀
閣
・
太
平
寺
現
地
調
査
か
ら
の
考
察
川
合
尚
子
一
、
は
じ
め
に
二
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
生
涯
と
人
間
像
に
つ
い
て
一
張ちょう
廷てい
済さい
の
略
伝
と
家
族
二
学
問
・
芸
術
と
著
作
つ
い
て
三
慈
善
事
業
な
ど
の
社
会
的
活
躍
三
、
清せい
儀ぎ
閣かく
・
太たい
平へい
寺じ
現
地
調
査
か
ら
の
考
察
一
太たい
平へい
寺じ
と
の
関
わ
り
四
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
一
族
五
、
お
わ
り
に
張ちょう
廷てい
済さい
（
一
七
六
八
｜
一
八
四
八
）
は
、
清
代
中
期
に
活
躍
し
た
書
家
で
文
物
の
収
集
家
で
あ
る
。
彼
が
編
集
し
た
『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
全
十
冊
（
商
務
印
書
館
一
九
二
五
年
）
か
ら
は
、
金
石
学
が
単
な
る
学
問
の
対
象
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
愛
情
に
満
ち
溢
れ
た
趣
味
の
領
域
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
が
、
ど
ん
な
環
境
で
暮
ら
し
、
文
物
の
研
究
や
趣
味
・
芸
術
に
打
ち
込
ん
だ
の
か
を
詳
し
く
知
る
た
め
に
、
清せい
儀ぎ
閣かく
跡
地
と
彼
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
太たい
平へい
寺じ
に
現
地
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
太たい
平へい
寺じ
の
住
職
釈しゃく
果か
蓮れん
氏
か
ら
賜
っ
た
『
太たい
平へい
寺じ
史し
話わ
』
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
張
ちょう
廷てい
済さい
の
新
た
な
る
一
面
を
取
り
上
げ
、
家
族
関
係
や
交
友
、
太たい
平へい
寺じ
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に
張ちょう
廷てい
済さい
（
一
七
六
八
｜
一
八
四
八
）
は
、
清
代
中
期
に
活
躍
し
た
金
石
学
者
・
書
家
で
文
物
の
収
集
家
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
彼
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
学
問
に
励
み
郷
試
で
ト
ッ
プ
の
成
績
を
修
め
解
元
と
な
る
。
そ
れ
か
ら
度
々
中
央
の
会
試
に
応
じ
た
が
合
格
せ
ず
、
つ
い
に
官
途
に
志
を
絶
ち
、
清せい
儀ぎ
閣かく
を
建
て
そ
こ
で
ひ
た
す
ら
書
画
篆
刻
・
詩
文
の
創
作
、
文
物
収
集
や
研
究
な
ど
自
分
の
趣
味
・
芸
術
・
学
問
の
世
界
に
打
ち
込
ん
だ
。
ま
た
彼
は
、
幅
広
く
豊
か
な
交
友
関
係
も
築
い
て
い
る
。
翁おう
方ほう
綱こう
（
一
七
三
三
｜
一
八
一
八
）、
げん
元げん
（
一
七
六
四
｜
一
八
四
九
）
そ
の
門
人
達
、
金
石
文
物
が
好
き
で
収
蔵
家
と
し
て
名
を
馳
せ
「
金
石
僧
」
と
称
さ
れ
た
達たつ
受じゅ
（
一
七
九
一
｜
一
八
五
八
）
や
地
元
の
名
士
・
学
者
に
至
る
ま
で
お
り
、
よ
く
清せい
儀ぎ
閣かく
で
友
人
や
家
族
を
招
き
、
皆
で
文
物
の
研
究
や
題
跋
を
書
き
、
文
物
を
題
材
に
詩
を
詠
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
た
。
文
物
と
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
と
の
墨
縁
を
大
切
に
し
、
そ
の
収
集
・
鑑
賞
・
研
究
に
励
ん
だ
成
果
を
ま
と
め
た
著
書
に
張ちょう
廷てい
済さい
編
著
『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
全
十
冊
（
商
務
印
書
館
一
九
二
五
年
）
が
あ
る
。
『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
の
「
清せい
儀ぎ
閣かく
」
と
は
、
彼
の
室
名
で
あ
り
、「
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
」
は
、
古
い
文
物
に
刻
さ
れ
た
文
字
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
収
集
し
た
文
物
は
、
時
代
を
縦
に
切
り
、
文
物
を
横
に
し
て
、
整
理
・
分
類
さ
れ
て
い
て
、
三
代
以
後
秦
朝
に
お
よ
ぶ
青
銅
器
か
ら
清
に
至
る
ま
で
極
め
て
多
種
多
様
で
、
文
字
の
刻
さ
れ
た
文
物
か
ら
直
に
拓
本
を
取
り
、
そ
の
余
白
に
興
の
赴
く
ま
ま
跋
を
書
い
て
、
金
石
日
記
の
趣
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
編
集
方
法
も
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
著
書
を
好
む
人
達
に
読
ま
れ
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
原
本
は
、
一
八
五
〇
年
に
勃
発
し
た
太
平
天
国
の
乱
の
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
清せい
儀ぎ
閣かく
は
破
壊
さ
れ
、
収
蔵
さ
れ
て
い
た
文
物
諸
共
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
後
、
張ちょう
廷てい
済さい
が
亡
く
な
り
百
年
近
く
経
と
う
と
し
た
あ
る
日
、
上
海
の
古
書
店
で
偶
然
こ
の
原
本
が
徐じょ
暁ぎょう
霞か
（
生
卒
不
明
）
に
発
見
さ
れ
た
。
内
容
や
順
序
も
乱
れ
て
い
た
が
、
ちょ
徳とく
い
（
一
八
七
一
｜
一
九
四
二
）
に
よ
り
内
容
が
分
類
・
整
理
さ
れ
、
冊
毎
に
目
次
を
附
し
、
復
元
影
印
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
商
務
印
書
館
編
訳
所
長
と
し
て
活
躍
し
た
張
ちょう
元げん
済さい
（
一
八
六
七
｜
一
九
五
九
）
に
よ
り
民
国
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
出
版
さ
れ
た
。
数
奇
な
運
命
を
辿
っ
た
著
書
だ
が
、
奇
跡
の
復
活
を
果
た
し
、
再
び
人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。こ
の
著
書
は
、
各
冊
の
目
録
ご
と
に
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
冊
商
殷
）代
〜
周
代
爵シャク・
尊ソン
・
ユウ
・
シ
・
觚コ
・
句ク
兵ヘイ
・
鍾ショウ・
鼎テイ
・
イ
・
敦トン
・
キ
・
レキ
・
盤バン
第
二
冊
秦
代
〜
唐
代
度ド
・
鼎テイ
・
鐙トウ
・
句ク
兵ヘイ
・
弩ド
機キ
・
壺コ
・
洗セン
・
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符フ
・
鉤ク
・
検ケン
封フウ
・
犂レイ
・
范ハン
・
造ゾウ
像ゾウ
佛ブツ
座ザ
・
金キン
塗ズ
塔トウ
・
銅ドウ
亀キ
第
三
冊
漢
代
〜
宋
代
刀トウ
・
泉セン
・
布フ
・
范ハン
・
銅ドウ
牌ハイ
第
四
冊
漢
代
〜
明
代
銅ドウ
鏡キョウ・
玉ギョク
版バン
・
盂ウ
・
白ハク
茲
瓦ジ
弥ミ
勒ロク
像ゾウ
・
筆ヒツ
架カ
・
壺コ
第
五
冊
漢
〜
宋
代
古コ
セン
第
六
冊
漢
代
瓦ガ
第
七
冊
唐
代
残ザン
石セキ
・
残ザン
碑ピ
・
経キョウトウ
・
墓ボ
志シ
セン
・
詩シ
碑ヒ
第
八
冊
宋
代
〜
明
代
銅ドウ
権ケン
・
銅ドウ
牌ハイ
・
銅ドウ
版バン
・
火カ
薬ヤク
匙シ
・
家カ
廟
ビョウ
銅ドウ
爵シャク・
銅ドウ
佛ブツ
像ゾウ
・
銅ドウ
書ショ
瑞ズイ
・
書ショ
院イン
祭サイ
器キ
・
ロ
第
九
冊
宋
代
〜
清
代
古コ
印イン
・
私シ
印イン
第
十
冊
宋
代
〜
清
代
硯ケン
・
硯ケントク
蓋ガイ
・
ヒ
机キ
・
紫シ
檀ダン
坐ザ
具グ
・
竹チク
臂ヒ
閣カク
・
篋キョウ
蓋ガイ
・
竹チク
筆ヒツ
筒トウ
・
墨ボク
・
質シツ
庫コ
「
太タイ
平ヘイ
水スイ
龍リュウ」
の
刻コク
字ジ
宋
代
以
来
の
金
石
学
は
、
や
や
も
す
れ
ば
固
い
血
の
か
よ
わ
な
い
考
証
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
単
な
る
学
問
の
対
象
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
愛
情
に
満
ち
溢
れ
た
趣
味
の
領
域
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
意
味
で
も
こ
の
著
書
は
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
著
書
の
中
で
も
代
表
作
と
い
え
る
。
今
回
、
こ
の
著
書
か
ら
彼
は
、
ど
ん
な
環
境
で
暮
ら
し
、
文
物
の
研
究
や
趣
味
・
芸
術
に
打
ち
込
ん
だ
の
か
を
詳
し
く
知
る
た
め
に
、
清せい
儀ぎ
閣かく
跡
地
と
そ
の
隣
に
あ
る
張ちょう
廷てい
済さい
と
も
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
太たい
平へい
寺じ
に
現
地
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
本
編
で
は
、
そ
こ
で
実
際
に
分
か
っ
た
こ
と
、
太たい
平へい
寺じ
の
住
職
釈しゃく
果か
蓮れん
氏
か
ら
賜
っ
た
『
太たい
平へい
寺じ
史し
話わ
』（
鮑ほう
翔しょう
麟りん
編
著
嘉か
興こう
市し
南なん
湖こ
区く
政せい
協きょう
文ぶん
史し
委い
員いん
会かい
二
〇
〇
八
年
九
月
未
刊
本
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
張ちょう
廷てい
済さい
の
新
た
な
る
一
面
を
取
り
上
げ
、
家
族
関
係
や
太たい
平へい
寺じ
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
『清
せい
儀
ぎ
閣
かく
所
しょ
蔵
ぞう
古
こ
器
き
物
ぶつ
文
ぶん
』第五冊
から目次と内容の一部分
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二
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
生
涯
と
人
間
像
に
つ
い
て
一
張ちょう
廷てい
済さい
の
略
伝
と
家
族
さ
て
、
張ちょう
廷てい
済さい
（
一
七
六
八
｜
一
八
四
八
）
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
を
伝
記
史
料
を
も
と
に
新
資
料
『
太たい
平へい
寺じ
史し
話わ
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
張ちょう
廷てい
済さい
や
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
そ
の
家
族
に
つ
い
て
の
内
容
も
盛
り
込
み
紹
介
し
よ
う
。
張ちょう
廷てい
済さい
（
一
七
六
八
｜
一
八
四
八
）
初
め
の
字
は
汝じょ
霖りん
、
後
に
説せっ
舟しゅう
ま
た
未び
亭てい
と
称
し
、
最
後
に
は
、
叔しゅく
未び
に
改
め
た
。
号
は
、
竹ちく
田でん
又
の
号
は
、
海かい
岳がく
庵あん
門もん
下かの
弟で
子し
、
晩
年
は
、
眉び
寿じゅ
老ろう
人じん
・
清せい
儀ぎ
老ろん
人じん
と
号
し
た
。
浙せっ
江こう
省しょう
嘉か
興こう
県けん
新しん
篁こう
里り
（
現
在
は
新しん
篁こう
鎮ちん
）
の
里り
正せい
張ちよう
鎮ちん
（
一
七
三
六
｜
一
八
一
〇
）
の
次
男
。
幼
い
頃
は
、
海かい
塩えん
の
呉ご
ぼう
政せい
（
生
卒
不
明
乾
隆
の
挙
人
）
に
親
炙
し
学
問
に
志
し
た
。
前
に
も
少
し
説
明
し
た
が
、
嘉か
慶けい
三
年
戊
午
（
一
七
九
八
年
）
解
元
と
な
る
が
、
何
度
も
会
試
が
不
合
格
と
な
り
、
官
職
に
就
く
こ
と
を
断
念
す
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
こ
の
頃
ち
ょ
う
ど
三
十
歳
で
、
父
と
共
に
本
格
的
に
里り
正せい
の
職
を
務
め
、
文
化
事
業
・
慈
善
事
業
・
太たい
平へい
寺じ
の
護
持
な
ど
地
域
発
展
の
た
め
に
尽
く
す
よ
う
に
な
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
家
系
は
代
々
、
新しん
篁こう
里り
の
名
門
望
族
で
、
新しん
篁こう
里り
の
中
心
部
の
朝ちょう
南なん
街がい
の
太
平
寺
の
す
ぐ
隣
の
西
側
約
五
百
メ
ー
ト
ル
四
方
の
土
地
に
渡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
家
を
建
て
て
共
に
生
活
を
し
、
清せい
儀ぎ
閣かく
も
こ
の
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
。
彼
の
父
張ちよう
鎮ちん
が
里り
正せい
と
し
て
村
の
徴
税
の
責
任
を
負
い
、
廷てい
済さい
・
孫
の
張ちょう
慶けい
栄えい
（
一
八
二
四
｜
一
八
五
四
）・
曾
孫
の
張ちょう
晋しん
しょう
（
｜
一
八
六
〇
）
ま
で
郷
里
の
人
々
の
信
望
も
厚
く
、
家
も
栄
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
太
平
天
国
の
乱
の
時
代
（
一
八
五
〇
｜
一
八
六
四
）、
一
八
六
〇
年
に
太
平
軍
が
村
に
侵
入
し
、
太
平
寺
と
張
氏
の
屋
敷
・
清せい
儀ぎ
閣かく
や
八はっせん
精しょう
舎じゃ
は
す
べ
て
破
壊
さ
れ
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
収
集
し
た
文
物
も
全
て
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
日
、
曾
孫
の
晋しん
しょうと
妹
の
均きん
（
生
卒
不
明
）
が
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
後
は
、『
太たい
平へい
寺じ
史し
話わ
』
に
も
、
張
氏
一
族
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
具
体
的
な
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、『
太たい
平へい
寺じ
史し
話わ
』
の
付
録
と
し
て
、
張ちょう
廷てい
済さい
一
族
の
略
歴
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
張ちょう
晋しん
しょう
の
孫
、
張ちょう
聿いっ
修しゅう
（
約
一
八
七
三
｜
一
八
九
四
）
と
張ちょう
廷てい
済さい
の
弟
張ちょう
げん
の
玄
孫
張ちょう
謀ぼう
善ぜん
（
一
九
一
三
｜
一
九
八
五
）
の
二
人
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
張ちょう
聿いっ
修しゅう
は
、
病
に
罹
り
、
二
十
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
張ちょう
謀ぼう
善ぜん
は
、
県
の
人
民
医
院
で
医
師
と
し
て
大
成
し
た
と
あ
る
。
こ
の
後
の
家
族
『清
せい
儀
ぎ
老
ろう
人
じん
遺
い
墨
ぼく
』
より張廷済像
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に
つ
い
て
は
、
伝
記
は
な
く
、
現
地
調
査
で
も
子
孫
の
方
々
と
お
会
い
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
血
筋
は
、
脈
々
と
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
実
際
に
そ
の
子
孫
が
持
っ
て
い
た
資
料
も
盛
り
込
ま
れ
『
太たい
平へい
寺じ
史し
話わ
』
が
編
集
さ
れ
た
。
現
地
調
査
に
よ
り
、
華
や
か
に
栄
え
た
張
氏
一
族
が
戦
争
に
よ
り
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
が
全
て
失
わ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
悲
し
く
思
っ
て
い
た
が
、
張ちょう
廷てい
済さい
が
生
き
た
当
時
の
様
子
を
知
る
資
料
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、
子
孫
の
方
々
が
今
も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
大
変
よ
ろ
こ
ば
し
く
思
う
。
二
学
問
・
芸
術
と
著
作
つ
い
て
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
官
職
を
諦
め
て
か
ら
、
自
分
の
好
き
な
学
問
や
芸
術
を
楽
し
み
、
そ
の
成
果
を
著
作
と
し
て
世
に
残
し
て
い
る
。
す
で
に
文
物
の
収
集
家
と
し
て
中
国
全
土
に
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
収
集
と
研
究
で
培
わ
れ
た
殷
・
周
の
金
石
・
碑
な
ど
金
石
書
画
の
真
偽
を
見
抜
く
鋭
い
鑑
識
眼
の
持
ち
主
と
し
て
も
名
を
馳
せ
て
い
た
。
そ
の
張ちょう
廷てい
済さい
が
生
涯
か
け
て
取
り
組
ん
だ
学
問
と
い
え
ば
金
石
学
で
あ
ろ
う
。
文
物
収
集
や
研
究
す
る
こ
と
が
彼
の
最
大
の
楽
し
み
で
あ
り
、
生
き
甲
斐
に
も
な
っ
て
い
た
。
彼
が
金
石
学
を
学
び
、
文
物
収
集
に
勤
し
む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
家
庭
環
境
に
あ
っ
た
。
伝
記
資
料
を
辿
る
と
張ちょう
廷てい
済さい
の
父
張ちよう
鎮ちん
（
一
七
三
六
｜
一
八
一
〇
）
の
代
か
ら
翁おう
方ほう
綱こう
（
一
七
三
三
｜
一
八
一
八
）・
げん
元げん
（
一
七
六
四
｜
一
八
四
九
）
と
交
流
し
、
金
石
学
を
学
び
、
文
物
収
集
に
地
元
を
中
心
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
自
然
と
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
兄
の
張ちょう
允えん
（
一
七
六
四
｜
一
八
〇
九
）・
弟
の
張ちょう
げん
（
一
七
七
〇
｜
一
八
四
七
）・
従
兄
の
張ちょう
こう
（
一
七
六
一
｜
一
八
一
三
）・
姐
夫
の
徐じょ
じゅ
（
一
七
五
七
｜
一
八
三
一
）
等
と
共
に
、
文
物
収
集
や
研
究
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
学
問
で
続
け
て
い
た
文
物
収
集
と
研
究
が
楽
し
く
趣
味
と
な
り
、
ほ
ぼ
毎
日
の
日
課
と
な
っ
た
。
そ
の
気
風
が
家
族
中
に
伝
わ
り
、
家
族
皆
が
文
物
収
集
と
研
究
を
趣
味
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
子
の
張ちょう
慶けい
栄えい
（
一
八
二
四
｜
一
八
五
四
）・
甥
の
張ちょう
兆
ちょう
楠なん
（
一
七
八
五
｜
一
八
三
八
）・
張ちょう
邦ほう
枢すう
（
一
七
八
五
｜
一
八
二
三
）・
張ちょう
上じょう
林りん
（
生
卒
不
明
）・
同
じ
く
甥
で
徐じょ
じゅ
の
子
の
徐じょ
同どう
柏はく
（
一
七
七
五
｜
一
八
六
〇
）・
孫
の
張ちょう
晋しん
しょう
（
｜
一
八
六
〇
）・
張ちょう
兆ちょう
楠なん
の
子
の
張ちょう
日じつ
けん
（
一
八
〇
九
｜
一
八
三
八
）
に
も
金
石
学
を
教
え
、
文
物
収
集
も
同
行
し
た
。
中
で
も
徐じょ
同どう
柏はく
は
、
張ちょう
廷てい
済さい
に
代
わ
っ
て
文
物
の
考
証
を
行
い
、
張ちょう
廷てい
済さい
が
文
物
に
つ
い
て
跋
を
書
く
時
は
、
合
わ
せ
て
考
証
し
た
内
容
を
記
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
特
に
『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
第
一
冊
中
で
窺
え
る
。
ま
た
、
張ちょう
廷てい
済さい
が
収
集
し
た
古
印
を
徐じょ
同どう
柏はく
が
考
証
を
し
、
時
代
や
種
類
ご
と
に
整
理
・
分
類
し
、
跋
を
書
い
た
著
書
『
徐じょ
ちゅう
荘そう
手しゅ
写しゃ
清せい
儀ぎ
閣かく
古こ
印いん
考こう
釋しゃく』（
徐じょ
同どう
柏はく
著
道どう
光こう
一
八
年
戊
戌
（
一
八
三
八
年
）
一
月
一
七
日
刊
出
版
地
不
明
風ふう
雨う
楼ろう
秘ひ
笈きゅう
留りゅう
真しん
之の
九きゅう
と
し
て
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鄧とう
実じつ
（
一
八
七
七
｜
一
九
五
一
）
が
出
版
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
印
譜
は
無
く
、
印
名
と
跋
の
み
だ
が
、
徐じょ
同どう
柏はく
の
子
の
徐じょ
士し
燕えん
（
一
八
一
九
｜
一
八
七
一
）
も
余
白
に
自
ら
考
証
し
た
跋
を
書
い
て
い
る
。
徐じょ
じゅ
か
ら
徐じょ
士し
燕えん
ま
で
三
代
に
渡
っ
て
、
張ちょう
廷てい
済さい
と
の
家
族
・
研
鑽
す
る
同
士
と
し
て
強
い
繫
が
り
が
窺
え
る
。
他
に
張ちょう
廷てい
済さい
の
金
石
関
係
の
題
跋
の
著
書
と
し
て
『
清せい
儀ぎ
閣かく
金きん
石せき
題だい
識しき
』（
張ちょう
廷てい
済さい
著
陳ちん
其き
栄えい
編
徐じょ
士し
愷がい
校
刊
一
八
九
四
年
発
行
地
不
明
）
こ
の
著
は
、
既
に
『
石せっ
刻こく
資し
料りょう
新しん
編ぺん
』
第
四
輯
（
七
）（
二
〇
〇
六
年
新
文
豊
出
版
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
本
に
近
い
状
態
で
影
印
さ
れ
た
も
の
が
中
国
杭
州
の
浙
江
図
書
館
古
籍
部
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
内
容
は
、
清せい
儀ぎ
閣かく
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
商
（
殷
）
か
ら
清
ま
で
の
青
銅
器
・
鉄
器
・
石
刻
の
拓
本
・
法
帖
な
ど
時
代
順
に
分
類
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
証
し
た
跋
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
で
、
清せい
儀ぎ
閣かく
に
あ
っ
た
文
物
の
数
々
が
具
体
的
に
分
か
る
。
ま
た
、『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
に
よ
く
似
た
編
集
方
法
で
清せい
儀ぎ
閣かく
の
収
蔵
物
を
考
証
し
た
著
書
が
あ
る
。『
清せい
儀ぎ
閣かく
金きん
石せき
文も
字じ
拓たく
編へん
』（
翁おう
方ほう
綱こう
著
発
行
年
不
明
有
正
書
局
）
で
あ
る
。
こ
れ
も
中
国
杭
州
の
浙
江
図
書
館
古
籍
部
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
何
よ
り
珍
し
い
の
は
、
収
録
さ
れ
て
い
る
文
物
の
跋
す
べ
て
は
、
翁おう
方ほう
綱こう
自
ら
書
き
、
題
字
は
、
げん
元げん
が
書
き
、
刻
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
文
物
の
跋
は
、
ほ
と
ん
ど
が
彼
自
ら
書
い
た
も
の
で
、
余
白
か
別
の
ペ
ー
ジ
に
家
族
や
友
人
等
の
跋
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
著
書
に
は
そ
れ
が
無
い
。
し
か
し
、
張ちょう
廷てい
済さい
と
げん
元げん
・
翁おう
方ほう
綱こう
と
の
深
い
交
流
が
分
か
る
著
書
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
『
清せい
儀ぎ
閣かく
雑ざつ
詠えい
』（
張ちょう
廷てい
済さい
編
一
八
三
九
年
清せい
儀ぎ
閣かく
刻
現
在
は
、『
石せっ
刻こく
資し
料りょう
新しん
編ぺん
』
第
四
輯
（
九
）（
二
〇
〇
六
『清
せい
儀
ぎ
閣
かく
金
きん
石
せき
題
だい
識
しき
』と『清
せい
儀
ぎ
閣
かく
金
きん
石
せき
文
も
字
じ
拓
たく
編
へん
』の一部分
『清
せい
儀
ぎ
老
ろう
人
じん
遺
い
墨
ぼく
』の
一部分①
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年
新
文
豊
出
版
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
も
金
石
著
書
と
し
て
独
特
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
清
儀
閣
の
間
取
り
に
つ
い
て
か
ら
始
ま
り
、
収
蔵
品
の
跋
（
張ちょう
廷てい
済さい
本
人
、
張ちょう
兆ちょう
楠なん
・
張ちょう
上じょう
林りん
・
徐じょ
同どう
柏はく
な
ど
の
家
族
の
も
の
、
翁おう
方ほう
綱こう
な
ど
交
友
の
あ
る
人
の
も
の
）・
文
物
を
題
材
に
し
て
の
張ちょう
廷てい
済さい
自
ら
詠
ん
だ
詩
・
拓
本
や
書
の
注
釈
な
ど
様
々
な
内
容
の
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
金
石
学
・
交
友
を
知
る
重
要
な
著
書
で
あ
る
。
次
に
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
芸
術
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
作
品
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
書
作
品
で
あ
ろ
う
。
伝
記
で
は
、
張
ちょう
廷てい
済さい
は
、
書
に
巧
み
で
あ
っ
た
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
、
彼
の
書
作
品
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
杭
州
の
浙
江
図
書
館
古
籍
部
に
『
清せい
儀ぎ
老ろん
人じん
遺い
墨ぼく
』（
一
九
一
八
年
発
行
所
不
明
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
死
後
、
彼
を
偲
び
ちょ
徳とく
い
、
呉ご
昌しょう
碩せき
（
一
八
四
四
｜
一
九
二
七
）
等
に
よ
り
張ちょう
廷てい
済さい
の
遺
墨
が
集
め
ら
れ
出
版
さ
れ
た
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
書
法
に
つ
い
て
は
、
伝
記
資
料
か
ら
分
か
る
。
初
め
鍾しょうよう
と
王おう
羲ぎ
之し
を
学
び
、
五
十
歳
頃
に
は
、
顔がん
真しん
卿けい
・
欧おう
陽よう
詢じゅん、
晩
年
に
は
、
米べいふつ
の
書
法
を
学
び
、
そ
れ
に
ち
な
み
「
海かい
岳がく
庵あん
門もん
下かの
弟で
子し
」
と
し
た
。
こ
の
「
海かい
岳がく
庵あん
」
と
い
う
の
は
、
米べいふつ
の
こ
と
で
あ
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
米べい
ふつ
の
書
等
の
芸
術
や
人
物
を
尊
敬
し
、
私
淑
し
た
の
で
あ
る
。
毎
日
、
日
記
の
よ
う
に
跋
を
書
き
、
そ
れ
が
、
書
法
へ
と
発
展
し
、
書
簡
の
気
風
を
感
じ
る
肉
太
で
温
か
み
の
あ
る
書
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
画
に
も
優
れ
て
い
た
と
い
う
。
晩
年
に
は
、
特
に
梅
の
花
を
写
し
て
、
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
画
は
、
現
在
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
調
査
対
象
で
あ
る
。
ま
た
、
晩
年
に
は
、
眉
毛
が
長
か
っ
た
よ
う
で
、
伝
記
に
は
、
「
眉
長
寸
（
眉
長
き
こ
と
寸
）」
と
あ
り
、
約
三
・
〇
三
セ
ン
チ
は
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
特
徴
か
ら
、
げん
元げん
と
一
緒
に
、「
眉び
寿じゅ
図ず
ろく
石せき
」
を
作
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
晩
年
の
号
、
眉び
寿じゅ
老ろう
人じん
と
呼
ん
だ
こ
と
も
納
得
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
眉び
寿じゅ
図ず
ろく
石せき
」
も
現
在
で
は
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
書
画
に
は
、
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
印
が
あ
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
自
ら
印
を
刻
し
、
そ
れ
を
友
人
・
知
人
に
贈
っ
た
り
、
古
印
の
収
集
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
第
九
冊
に
は
、
清せい
儀ぎ
閣かく
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
印
が
印
譜
に
さ
れ
跋
を
『清
せい
儀
ぎ
老
ろう
人
じん
遺
い
墨
ぼく
』の
一部分②
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添
え
ら
れ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
清せい
儀ぎ
閣かく
が
戦
火
に
よ
り
崩
壊
し
た
後
、
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
印
が
再
び
発
見
さ
れ
、
印
譜
と
し
て
編
集
さ
れ
、
世
の
人
々
に
目
に
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
著
書
に
、『
清せい
儀ぎ
閣かく
印いん
存そん
』（
一
九
一
四
年
四
月
神しん
州しゅう
国こく
光こう
社しゃ
）・
『
清せい
儀ぎ
閣かく
蔵ぞう
名めい
人じん
遺い
印いん
』（
一
九
一
四
年
五
月
神しん
州しゅう
国こく
光こう
社しゃ
）
が
あ
る
。
こ
の
二
種
の
著
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
印
の
う
ち
、『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
第
九
冊
に
載
る
印
も
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か
し
、
大
半
が
載
っ
て
い
な
い
も
の
で
、『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
編
集
以
後
に
集
め
ら
れ
た
印
の
可
能
性
も
あ
る
。
側そっ
款かん
を
み
る
と
、
張
ちょう
上じょう
林りん
や
張ちょう
廷てい
済さい
の
妻
沈ちん
氏し
（
一
七
六
七
｜
一
八
一
六
）
の
刻
し
た
も
の
が
見
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
古
印
収
集
や
印
芸
術
、
印
を
め
ぐ
る
墨
縁
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
学
問
・
芸
術
な
ど
は
現
存
す
る
著
書
の
中
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
を
は
じ
め
、
詩
集
・
日
記
・
他
の
題
跋
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
今
で
は
、
清せい
儀ぎ
閣かく
崩
壊
以
後
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
著
書
も
散
逸
し
た
も
の
が
多
く
、
書
名
だ
け
が
残
り
、
現
存
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
著
書
を
伝
記
資
料
な
ど
か
ら
分
か
る
範
囲
の
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。
今
後
と
も
、
調
査
し
現
存
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
入
手
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。
『
叔しゅく
未び
金きん
石せき
文も
字じ
』『
清せい
儀ぎ
閣かく
題だい
跋ばつ
』『
金きん
石せき
奇き
縁えん
』『
墨ぼく
林りん
清せい
話わ
』『
清せい
儀ぎ
閣かく
印いん
譜ぷ
』『
清せい
儀ぎ
閣かく
詩し
鈔しょう』『
眉び
寿じゅ
堂どう
集しゅう』『
古こ
印いん
綴てい
存そん
』
『
清せい
儀ぎ
閣かく
集しゅう古こ
款かん
識しき
』『
竹ちく
里り
畫が
者しゃ
詩し
』『
清せい
儀ぎ
閣かく
筆ひっ
記き
』
な
ど
。
三
慈
善
事
業
な
ど
の
社
会
的
活
躍
前
に
少
し
述
べ
た
が
、『
太たい
平へい
寺じ
史し
話わ
』
に
よ
り
、
学
問
・
芸
術
・
趣
味
の
活
動
だ
け
に
人
生
を
注
い
だ
だ
け
で
は
な
い
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
新
た
な
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
官
職
を
諦
め
て
か
ら
、
父
と
従
兄
の
張ちょう
こう
と
共
に
新しん
篁こう
里り
の
発
展
の
た
め
、
里り
正せい
の
仕
事
に
努
め
、
慈
善
事
業
、
文
化
活
動
に
取
り
組
み
、
村
民
の
尊
敬
を
集
め
た
こ
と
で
あ
る
。
新しん
篁こう
里り
は
、
河
に
囲
ま
れ
、
土
地
が
低
く
、
降
雨
量
が
多
い
た
め
、
水
害
に
遭
い
や
す
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
洪
水
に
よ
っ
て
農
作
物
が
被
害
を
受
け
、
大
不
作
で
度
々
食
料
難
に
な
っ
た
。
村
人
達
を
飢
餓
か
ら
救
う
た
め
張
ちょう
廷てい
済さい
と
父
・
従
兄
の
こう
の
３
人
は
、
手
分
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 正面①
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け
し
て
、
近
隣
の
村
の
名
家
に
書
状
を
送
っ
て
、
食
料
を
村
人
に
支
給
し
て
も
ら
え
る
よ
う
頼
ん
だ
り
、
社
庫
（
穀
物
庫
）
を
造
っ
て
飢
饉
時
に
備
え
た
。
そ
し
て
、
太
平
寺
内
に
共
同
墓
地
を
建
設
し
、
貧
民
の
救
済
、
河
川
整
備
と
水
上
交
通
の
開
拓
、
橋
の
整
備
な
ど
の
慈
善
事
業
を
行
っ
た
。
太
平
寺
の
僧
と
も
親
交
が
あ
り
、
寺
を
護
持
し
、
乾けん
隆りゅう・
嘉か
慶けい
・
道どう
光こう
の
寺
僧
、
維い
輝き
・りょう
山ざん
・
本ほん
覚かく
・
湛たん
宗そう
・
広こう
聞ぶん
等
と
親
交
を
結
び
、『
太たい
平へい
寺じ
同どう
戒かい
録ろくの
序じょ
』
の
文
章
や
『
寄
題
沸
だいはふっせつ
雪
軒
けんによす
』・『
太たい
平へい
橋きょう』・『
金きん
和わ
尚しょう』・『
僧そう
暁ぎょう
峰ほう
』・『
呂ろ
祖その
壇だんの
験げん
方がた
』
等
の
詩
を
作
っ
た
。
ま
た
、
太たい
平へい
寺じ
内
に
地
元
の
文
人
や
科
挙
の
受
験
生
が
勉
強
す
る
た
め
の
施
設
「
文ぶん
昌しょう
社しゃ
」
を
復
興
さ
せ
た
り
、
文
字
や
紙
を
人
類
の
文
明
の
神
と
崇
め
、
地
元
の
古
紙
を
回
収
し
、
寺
で
焚
き
、
文
字
と
紙
を
供
養
す
る
組
織
「
惜せき
字じ
会かい
」
を
復
興
さ
せ
た
り
、
僧
の
た
め
に
戒
律
に
則
り
適
切
な
修
業
場
の
整
備
を
し
た
り
、『
心
経
』
一
巻
を
自
ら
書
き
、
そ
れ
を
鋳
込
ん
だ
大
鐘
を
太
平
寺
に
寄
贈
し
た
り
、
海かい
塩えん
の
朱しゅ
葵ぎ
之し
（
朱しゅ
丙へい
寿じゅ
の
祖
父
）
と
「
続ぞく
小しょう
えい
洲しゅう
詩し
社しゃ
」
を
結
ん
だ
。
太たい
平へい
寺じ
を
拠
点
に
、
村
の
教
育
や
学
術
の
振
興
、
寺
の
発
展
の
た
め
に
も
力
を
尽
く
し
た
。
三
、
清せい
儀ぎ
閣かく
・
太たい
平へい
寺じ
現
地
調
査
か
ら
の
考
察
清せい
儀ぎ
閣かく
は
、
張ちょう
廷てい
済さい
が
官
途
の
志
を
絶
っ
た
後
、
自
ら
建
て
た
自
宅
で
あ
る
。
清せい
儀ぎ
閣かく
の
隣
に
は
、
建
物
自
体
は
無
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
、
八はっ
せん
精しょう
舎じゃ
と
い
う
、
せん
や
瓦が
を
収
蔵
・
鑑
賞
・
研
究
す
る
建
物
が
あ
っ
た
。
大
変
美
し
い
建
物
だ
っ
た
よ
う
で
、
太たい
平へい
寺じ
の
正
面
に
流
れ
る
水
路
「
丁てい
渓けい
」・
後
方
の
水
路
の
「
甲こう
婁る
」・
太たい
平へい
街がい
等
の
美
し
い
風
景
と
共
に
、
古
代
新しん
篁こう
里り
の
十
景
の
一
つ
に
と
さ
れ
て
い
た
。
清せい
儀ぎ
閣かく
は
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
孫
・
張ちょう
晋しん
しょう
に
受
け
継
が
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
太
平
天
国
の
乱
が
勃
発
後
、
咸かん
豊ほう
庚
申
（
十
年
一
八
六
〇
年
）
七
月
十
七
日
、
太
平
軍
が
新しん
篁こう
里り
に
攻
め
入
り
、
激
し
い
戦
闘
の
た
め
に
、
太たい
平へい
寺じ
と
清せい
儀ぎ
閣かく
と
八はっ
せん
精しょう
舎じゃ
は
、
尽
く
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
収
蔵
さ
れ
て
い
た
文
物
は
、
ほ
と
ん
ど
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
張
ちょう
晋しん
しょう
と
妹
の
均きん
は
、
こ
の
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
張
ちょう
晋しん
しょう
の
没
後
、
太たい
平へい
寺じ
で
代
々
行
っ
て
き
た
、「
文ぶん
昌しょう
社しゃ
」
の
文
化
的
な
活
動
は
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 正面②
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太
平
天
国
の
乱
の
後
、
太たい
平へい
寺じ
と
共
に
、
清せい
儀ぎ
閣かく
の
跡
地
に
、
清せい
儀ぎ
閣かく
が
復
元
さ
れ
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
子
孫
達
が
、
暮
ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
民
国
二
十
七
年
か
ら
二
十
九
年
（
一
九
三
八
年
｜
一
九
四
〇
年
）
の
間
、
海かい
塩えん
県
か
ら
新しん
篁こう
里り
ま
で
、
日
本
軍
が
攻
め
入
っ
て
き
た
。
民
国
二
十
八
年
（
一
九
三
九
年
）
旧
暦
七
月
の
中
頃
か
ら
、
翌
年
の
旧
暦
十
月
初
め
新しん
篁こう
里り
に
日
本
軍
が
攻
め
て
き
て
、
太たい
平へい
寺じ
と
清せい
儀ぎ
閣かく
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
清せい
儀ぎ
閣かく
は
、
二
度
の
戦
災
に
遭
い
、
立
て
直
さ
れ
て
き
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
規
模
が
小
さ
く
な
り
、
現
在
は
、
小
さ
な
庭
と
二
棟
の
建
物
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
誠
に
、
惜
し
い
こ
と
だ
。
二
〇
〇
六
年
頃
ま
で
は
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
子
孫
が
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
太たい
平へい
寺じ
の
拡
張
工
事
の
為
、
清せい
儀ぎ
閣かく
を
太たい
平へい
寺じ
に
寄
贈
し
た
。
そ
の
後
は
、
家
族
は
別
々
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
、
今
で
は
、
太たい
平へい
寺じ
と
も
あ
ま
り
関
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
現
在
の
清せい
儀ぎ
閣かく
の
様
子
を
見
て
い
こ
う
。
現
地
で
は
、
太たい
平へい
寺じ
の
住
職
釈しゃく
果か
蓮れん
氏
が
案
内
を
し
て
下
さ
っ
た
。
清せい
儀ぎ
閣かく
は
、
太たい
平へい
寺じ
の
敷
地
内
に
あ
る
、
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 正面③
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 工事中の跡地清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 清儀閣内部①
257 張廷済と清儀閣・太平寺
本
殿
と
塀
を
隔
て
て
す
ぐ
西
隣
に
あ
る
。
今
は
、
人
が
住
ん
で
い
な
い
の
で
、
物
置
に
な
っ
て
い
る
。
正
面
の
庭
は
、
張ちょう
廷てい
済さい
が
住
ん
で
い
た
頃
の
往
年
の
姿
を
残
し
て
い
る
。
建
物
は
、
レ
ン
ガ
造
り
で
、
白
く
塗
装
さ
れ
、
屋
根
は
瓦
で
葺
か
れ
て
い
た
。
窓
は
、
ガ
ラ
ス
窓
で
、
清
の
民
国
頃
の
古
民
家
の
建
築
様
式
の
よ
う
で
あ
る
。
清せい
儀ぎ
閣かく
は
、
さ
ら
に
大
き
く
、
写
真
（
工
事
中
の
跡
地
）
の
よ
う
に
広
い
土
地
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
今
で
は
、
そ
の
地
を
囲
む
当
時
の
塀
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
私
が
訪
れ
た
時
に
は
、
太たい
平へい
寺じ
の
拡
張
工
事
の
た
め
に
更
地
に
な
っ
て
い
て
、
新
し
い
寺
院
の
土
台
が
出
来
上
が
ろ
う
と
し
て
い
た
。
当
時
の
塀
の
遺
構
を
見
る
と
、
広
い
土
地
に
清せい
儀ぎ
閣かく
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
当
時
の
面
影
を
残
す
も
の
と
し
て
は
、
小
さ
な
庭
の
形
の
面
白
い
岩
と
石
臼
の
形
の
岩
が
あ
り
、
拡
張
工
事
の
最
中
に
、
地
面
か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
清せい
儀ぎ
閣かく
の
庭
の
遺
構
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
で
は
、
庭
の
片
隅
に
無
造
作
に
積
ま
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
当
時
の
清せい
儀ぎ
閣かく
が
建
っ
て
い
た
頃
に
は
、
庭
に
美
し
く
並
べ
ら
れ
て
、
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 当時のままの壁
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 内部②
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 正面の庭①
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 正面の庭②当時の庭石
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彩
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
内
部
は
、
建
築
資
材
や
荷
物
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
物
置
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
正
面
の
入
り
口
の
軒
下
で
は
、
白
い
鳩
の
巣
箱
が
設
置
さ
れ
、
鳩
が
飼
わ
れ
て
い
た
。
室
内
を
見
る
と
、
レ
ン
ガ
で
固
め
、
天
井
は
、
梁はり
と
桁けた
が
渡
さ
れ
、
壁
は
白
い
漆
喰
が
塗
ら
れ
、
床
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗
装
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
収
蔵
品
等
は
、
残
念
な
が
ら
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
子
孫
の
方
々
が
こ
こ
で
生
活
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
、
ひ
と
し
お
興
味
深
く
感
じ
た
。
山
積
み
の
建
築
資
材
の
中
に
、
こ
の
家
で
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
椅
子
が
二
脚
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
左
の
肘
が
無
く
な
っ
て
い
た
が
、
中
国
伝
統
の
「
南なん
官かん
房ぼう
椅い
子す
」
で
、
長
年
に
渡
っ
て
、
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
は
、
清せい
儀ぎ
閣かく
の
西
隣
の
建
物
に
移
る
と
、
正
面
の
建
物
と
同
じ
構
造
で
あ
っ
た
。
資
材
で
埋
ま
り
、
中
を
伺
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
も
、
ま
た
、
こ
の
建
物
の
正
面
に
も
、
三
棟
目
の
建
物
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
も
、
資
材
保
管
庫
に
な
っ
て
い
た
。
構
造
は
、
他
の
建
物
と
同
じ
だ
が
、
規
模
は
、
小
さ
く
、
最
初
か
ら
物
置
部
屋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
自
ら
残
し
た
著
録
に
は
、
彼
と
親
し
く
し
て
い
た
歴
史
に
名
を
残
し
た
名
士
、
地
元
住
民
な
ど
の
人
物
が
多
く
登
場
す
る
。
清せい
儀ぎ
閣かく
は
、
そ
ん
な
人
々
の
交
歓
の
場
で
あ
っ
た
。
太
平
天
国
の
乱
と
日
中
戦
争
で
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
た
び
に
建
て
直
さ
れ
、
現
在
ま
で
一
部
で
あ
る
が
残
っ
た
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
子
孫
の
方
々
が
暮
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 当時の椅子
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 正面④鳩小屋あり
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 太平寺碑
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ら
し
て
い
た
頃
ま
で
は
、
か
つ
て
の
清せい
儀ぎ
閣かく
の
よ
う
に
地
元
の
人
々
が
集
う
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
一
太たい
平へい
寺じ
と
の
関
わ
り
張ちょう
廷てい
済さい
の
社
会
活
動
で
最
も
注
目
す
る
べ
き
こ
と
は
、
太たい
平へい
寺じ
と
の
関
わ
り
と
村
の
発
展
の
た
め
の
慈
善
事
業
で
あ
る
。
彼
は
、
順
じゅん
治ち
初
め
（
一
六
四
四
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
、「
文ぶん
昌しょう
社しゃ
」
の
村
民
と
科
挙
の
受
験
生
の
為
の
教
育
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
。
新しん
篁こう
里り
の
仏
教
信
仰
の
中
心
で
あ
り
、
村
の
心
の
支
え
と
も
な
っ
て
い
た
。
太たい
平へい
寺じ
の
す
ぐ
近
隣
に
家
を
構
え
て
暮
ら
し
て
き
た
張ちょう
廷てい
済さい
の
一
族
は
、
代
々
寺
と
密
接
に
関
わ
り
、
寺
の
住
職
と
共
に
寺
を
守
り
、
仏
教
に
も
帰
依
し
て
き
た
。
一
八
三
一
年
に
は
、
当
時
の
太
平
寺
の
住
職
の
釈しゃく
戒かい
能のう
が
寺
に
大
鍾
を
作
っ
た
。
そ
の
時
、
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
自
ら
書
い
た
『
心
経
』
一
編
を
大
鐘
に
鋳
込
ん
だ
り
と
、
仏
教
の
信
仰
心
も
窺
え
る
。
悲
し
い
こ
と
に
、
こ
の
大
鍾
も
太
平
天
国
の
乱
の
戦
火
で
よ
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
今
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
父
張ちよう
鎮ちん
は
、
太たい
平へい
寺じ
の
行
っ
て
い
た
様
々
な
事
業
に
協
力
し
、
自
ら
指
揮
を
取
り
、
張ちょう
廷てい
済さい
と
共
に
、
村
の
発
展
の
為
に
尽
力
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
太たい
平へい
寺じ
は
、
村
を
治
め
る
為
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
。
清せい
儀ぎ
閣かく
に
多
く
の
名
士
文
人
が
集
ま
っ
た
の
は
、
そ
こ
が
、
太
平
寺
の
す
ぐ
隣
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
で
、
「
文ぶん
昌しょう
社しゃ
」
や
清せい
儀ぎ
閣かく
は
、
勉
学
研
鑽
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、
張ちょう
廷てい
済さい
が
太たい
平へい
寺じ
と
関
わ
っ
て
い
た
資
料
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
は
、
太たい
平へい
寺じ
の
山
門
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
太たい
平へい
寺じ
」
の
扁へん
額がく
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
張ちょう
初しょ
橋きょう
氏
と
徐じょ
小しょう
英えい
氏
の
両
氏
が
、『
清せい
儀ぎ
老ろん
人じん
遺い
墨ぼく
』
か
ら
集
字
し
、
創
ら
れ
た
。
清せい
儀ぎ
閣かく
の
跡
地
の
片
隅
に
「
陸りく
公こう
之の
墓はか
」（
初
め
、
明みんの
洪こう
武ぶ
二
年
己
酉
（
一
三
六
九
）
立
・
丙
戌
年
（
一
四
〇
六
）
春
重
立
）
と
い
う
墓
標
が
建
っ
て
い
る
。
陸りく
公こう
と
は
、
陸りく
慶けい
春しゅん
の
こ
と
で
、
元
代
に
廃
し
た
太たい
平へい
寺じ
を
復
興
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
陸りく
慶けい
春しゅん
の
為
に
尊
敬
の
思
い
を
こ
め
て
、
太たい
平へい
寺じ
に
廟
を
建
立
し
た
。
そ
し
て
、
廟
の
門
に
は
、
張ちょう
廷てい
済さい
作
の
対
聯
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
太
平
天
国
の
乱
に
そ
の
廟
も
壊
さ
れ
新
た
に
、
現
在
の
墓
標
が
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、「
記
念
太
平
寺
たいへいじをきねんす
」
と
い
う
記
念
碑
が
あ
り
、
清せい
儀ぎ
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 陸公之墓
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地 山門の扁額
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閣かく
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
四
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
一
族
張ちょう
廷てい
済さい
の
一
族
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
、『
太たい
平へい
寺じ
史し
話わ
』
が
重
要
で
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
家
系
図
「
嘉か
興こう
新しん
篁こう
里り
張ちょう
氏し
世せい
系けい
表ひょう」
と
略
伝
が
付
録
に
あ
っ
た
。
今
ま
で
張ちょう
廷てい
済さい
の
家
族
関
係
に
つ
い
て
は
、
伝
記
史
料
や
『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
中
に
家
族
の
こ
と
や
文
物
の
収
集
と
研
究
を
共
に
行
っ
た
こ
と
な
ど
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
推
測
で
き
た
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
張ちょう
廷てい
済さい
の
家
族
関
係
が
明
ら
か
と
な
り
『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
中
に
も
あ
る
、
家
族
と
の
文
物
収
集
・
研
究
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
た
。
張ちょう
廷てい
済さい
が
文
物
収
集
・
研
究
に
夢
中
に
な
り
、
趣
味
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
文
物
収
集
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
自
然
と
張ちょう
廷てい
済さい
も
そ
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
。
特
に
、『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
第
五
冊
に
は
、
家
族
の
こ
と
を
述
べ
た
文
章
が
多
く
、
地
元
や
旅
行
先
で
古
収
集
を
行
う
様
子
が
度
々
書
か
れ
て
い
て
家
族
で
楽
し
み
な
が
ら
文
物
研
究
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
張
ちょう
廷てい
済さい
に
と
っ
て
も
古
研
究
が
特
に
思
い
入
れ
の
あ
る
分
野
だ
と
分
か
る
。
こ
こ
で
、『
太たい
平へい
寺じ
史し
話わ
』
と
家
族
の
記
述
が
多
い
『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
第
五
冊
か
ら
、
張ちょう
廷てい
済さい
と
特
に
関
わ
っ
た
主
な
人
物
を
取
り
上
げ
紹
介
す
る
。
張ちょう
允えん
（
一
七
六
四
｜
一
八
〇
九
）
字
は
徳とく
容よう
、
号
は
中ちゅう
緩かん
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
兄
。
国
学
生
。
書
画
を
嗜
み
尤
も
篆
刻
に
工
み
で
あ
っ
た
。
著
作
に
は
、
『
淳じゅん
雅が
堂どう
石せき
印いん
譜ぷ
』
が
あ
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
、
張ちょう
燕えん
昌しょう、
徐じょじゆ
、
徐じょ
同どう
柏はく
ら
と
共
に
、
古
の
収
集
と
研
究
に
励
ん
だ
。
張ちょう
廷てい
済さい
等
が
よ
く
古
収
集
に
出
か
け
た
、
海かい
塩えん
の
海
に
は
、
秦
代
の
故
城
が
『太
たい
平
へい
寺
じ
史
し
話
わ
』付録「嘉
か
興
こう
新
しん
篁
こう
里
り
張
ちょう
氏
し
世
せい
系
けい
表
ひょう
」
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沈
ん
で
い
て
、
干
潮
の
時
、
そ
の
故
城
が
現
れ
る
所
が
あ
る
。
地
元
の
漁
師
達
は
、
こ
の
現
象
を
「
海かい
現げん
」
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
の
時
、
様
々
な
古
の
収
集
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
を
張ちょう
允えん
は
、
よ
く
張
ちょう
廷てい
済さい
に
話
し
、
共
に
、「
海かい
現げん
」
の
あ
る
海
岸
に
出
か
け
、
地
元
の
漁
師
達
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
古
の
収
集
を
楽
し
ん
だ
。『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
第
五
冊
に
は
、
張ちょう
允えん
は
、
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
と
あ
り
、
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
張ちょう
允えん
と
収
集
し
た
古
を
眺
め
て
、
張ちょう
允えん
と
古
の
収
集
し
た
時
の
こ
と
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。
張ちょう
こう
（
一
七
六
一
｜
一
八
一
三
）
字
は
逢ほう
源げん
、
号
は
蓬ほう
園えん
又
は
叔しゅく
閑かん
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
従
兄
。
母
の
顧こ
氏
に
孝
行
し
、
才
気
に
溢
れ
、
張ちょう
廷てい
済さい
と
彼
の
父
張ちよう
鎮ちん
と
共
に
、
新しん
篁こう
里り
の
里り
正せい
の
公
務
に
尽
力
し
た
。
金
石
を
好
み
、
張ちょう
廷てい
済さい
と
共
に
、
文
物
の
収
集
や
嘉か
興こう
内
の
石
刻
・
えい
鶴かく
銘めい
の
採
拓
を
楽
し
ん
だ
。
張ちょう
こう
も
、
よ
く
海かい
塩えん
の
海
岸
や
古
い
城
壁
の
あ
る
と
こ
ろ
に
出
か
け
、
古
の
収
集
に
励
ん
だ
。
海かい
塩えん
内
で
古
が
手
に
入
る
場
所
に
詳
し
く
、
鑑
識
眼
も
鋭
か
っ
た
。
張ちょう
げん
（
一
七
七
〇
｜
一
八
四
七
）
字
は
楚そ
白はく
、
号
は
季き
勤きん
又
は
季き
木ぼく
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
弟
。
竹
の
画
が
工
み
で
、
多
く
残
し
た
。
張ちょう
廷てい
済さい
と
、
古
の
収
集
に
い
そ
し
み
、
翁おう
方ほう
綱こう
や
翁おう
樹じゅ
培ばい
と
も
交
流
が
密
で
、
古
に
銘
を
書
い
て
も
ら
い
、
刻
し
た
も
の
も
あ
る
。
張ちょう
上じょう
林りん
（
生
卒
不
詳
）
字
は
心しん
石せき
、
号
は
又ゆう
超ちょう、
又
は
古こ
村そん
。
吟
を
楽
し
み
、
竹
画
に
工
み
で
、
金
石
篆
刻
を
好
ん
だ
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
。
古
の
収
集
や
研
究
に
熱
心
で
、
八はっ
せん
精しょう
舎じゃ
に
よ
く
出
入
り
し
、
張ちょう
廷てい
済さい
と
古
談
議
に
花
を
咲
か
せ
た
。
張ちょう
慶けい
栄えい
（
一
八
二
四
｜
一
八
五
四
）
字
は
大だい
豫よ
、
号
は
稚ち
春しゅん。
張ちょう
廷てい
済さい
の
次
男
。
道どう
光こう
二
十
六
年
（
一
八
四
六
）
の
解
元
。
著
作
に
は
、『
稻どう
香こう
楼ろう
詩し
稿こう
』
が
あ
る
。
父
の
影
響
を
受
け
、
金
石
学
を
嗜
み
、
古
の
収
集
と
研
究
に
勤
し
ん
だ
。
張ちょう
晋しんしょう
（
｜
一
八
六
〇
）
字
は
励れい
柏はく
、
号
は
理り
伯はく
。
張ちょう
慶けい
栄えい
の
次
子
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
孫
。
向
学
心
に
篤
く
、
祖
父
の
張ちょう
廷てい
済さい
を
尊
敬
し
、
鴛えん
湖こ
書しょ
院いん
に
通
い
、
研
鑚
し
た
。
金
石
を
好
み
、
張ちょう
廷てい
済さい
に
付
い
て
、
古
の
考
証
に
励
ん
だ
。
し
か
し
、
太
平
天
国
の
乱
の
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
、
太たい
平へい
寺じ
諸
共
清せい
儀ぎ
閣かく
の
あ
る
張
氏
家
も
破
壊
さ
れ
、
故
郷
を
追
わ
れ
る
と
い
う
受
難
に
遭
う
。
張ちょう
邦ほう
枢すう
（
一
七
八
五
｜
一
八
二
三
）
字
は
中ちゅう
之し
、
号
は
子し
鶴かく
、
又
は
行ぎょう
四し
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
。
十
九
歳
で
嘉か
興こう
県
の
学がっ
官かん
弟てい
子し
・
りん
生せい
と
な
っ
た
。
四
書
文
を
深
く
理
解
し
、
詩
格
は
雄
健
、
詞
句
は
清
麗
、
文
を
得
意
と
し
た
。
著
作
に
は
、『
正せい
味み
斎さい
集しゅう
稿こう
』（
未
完
本
）
と
詩
文
賦
詞
若
干
篇
が
あ
る
。『
清せい
儀ぎ
閣かく
所しょ
蔵ぞう
古こ
器き
物ぶつ
文ぶん
』
第
五
冊
（
古
）
中
に
は
、
郷
試
の
お
祝
い
に
、
張ちょう
廷てい
済さい
か
ら
、
「
晋しんの
成せい
帝てい
咸かん
康こう
六ろく
年ねん
せん
」
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
彼
も
、
古
収
集
と
研
究
に
篤
か
っ
た
。
徐じょじゅ
（
一
七
五
七
｜
一
八
三
一
）
字
は
えい
州しゅう、
号
は
渓けい
南なん
老ろう
屋や
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
姐
の
夫
。
子
は
徐じょ
同どう
柏はく
。
学
生
。
詩
歌
音
に
優
れ
て
262
い
た
。
著
に
は
、『
渓けい
南なん
老ろう
屋や
詩し
』
が
あ
る
。
張ちょう
こう
、
張ちょう
允えん
、
張
ちょう
廷てい
済さい
、
実
子
の
徐じょ
同どう
柏はく
等
と
共
に
海かい
塩えん
内
の
古
収
集
に
よ
く
出
掛
け
、
彼
ら
と
共
に
、
文
物
の
考
証
に
勤
し
ん
だ
。
徐じょ
同どう
柏はく
（
一
七
七
五
｜
一
八
六
〇
）
字
は
寿じゅ
蔵ぞう
、
春しゅん甫ほ
、
号
はちゅう
庄しょう
又
は
少しょう
じゅ
。
原
名
は
、
大だい
椿ちん
。
張ちょう
廷てい
済さい
の
甥
。
張ちょう
廷てい
済さい
に
指
受
さ
れ
、
六
書
篆
を
精
研
し
、
文
物
の
文
字
・
時
代
等
の
考
証
を
得
意
と
し
、
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
文
物
の
考
証
を
、
主
に
彼
に
任
せ
て
い
た
。
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
文
物
の
代
金
を
徐じょ
同どう
柏はく
と
出
し
合
っ
て
、
一
緒
に
購
入
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
文
物
を
求
め
て
様
々
な
地
域
へ
出
掛
け
る
と
き
は
、
徐じょ
同どう
柏はく
も
連
れ
て
行
っ
て
購
入
し
た
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
徐じょ
同どう
柏はく
を
と
て
も
可
愛
が
り
、
徐じょ
同どう
柏はく
も
張ちょう
廷てい
済さい
を
尊
敬
し
、
学
問
で
あ
り
趣
味
の
金
石
学
や
古
器
物
の
収
集
、
考
証
か
ら
生
活
の
全
て
を
共
有
し
て
い
た
。
ま
た
、
篆
刻
を
よ
く
し
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
印
は
彼
が
刻
し
た
も
の
が
多
い
。
張
ちょう
燕えん
昌しょうら
と
も
交
流
し
、
残ざん
碑ぴ
零れいけつ
・
井い
欄らん
橋きょう
柱ちゅう・
瓦が
当とうろうせん
等
の
考
証
に
取
り
組
ん
だ
。
著
作
に
は
、『
従じゅう
古こ
堂どう
款かん
識しき
釈しゃく
文ぶん
』
等
が
あ
る
。
同
じ
趣
味
・
学
問
等
何
か
ら
何
ま
で
共
有
で
き
る
家
族
関
係
が
、
覧
らん
秀
しゅう
園
えん
入り口
覧
らん
秀
しゅう
園
えん
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地発掘の残碑の廊下
覧
らん
秀
しゅう
園
えん
清
せい
儀
ぎ
閣
かく
跡地発掘の残碑一部分
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張ちょう
廷てい
済さい
の
文
物
研
究
と
趣
味
・
芸
術
を
楽
し
む
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
し
た
。五
、
お
わ
り
に
今
回
の
現
地
調
査
で
、
今
ま
で
あ
ま
り
公
に
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
張ちょう
廷てい
済さい
と
清せい
儀ぎ
閣かく
・
太たい
平へい
寺じ
の
関
係
、
家
族
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
、
張ちょう
廷てい
済さい
は
、
文
物
収
集
や
研
究
・
芸
術
・
趣
味
に
打
ち
込
み
、
そ
の
成
果
を
著
作
や
作
品
に
遺
す
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
里り
正せい
と
し
て
人
々
の
た
め
に
社
会
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
彼
の
興
味
関
心
の
広
さ
、
な
ん
で
も
こ
な
す
こ
と
の
出
来
る
優
れ
た
能
力
を
知
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
現
地
調
査
で
嘉か
興こう
市
に
あ
る
覧らん
秀
しゅう
園えん
に
清せい
儀ぎ
閣かく
跡
地
か
ら
出
土
さ
れ
た
、
清せい
儀ぎ
閣かく
所
蔵
の
残ざん
碑ぴ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
訪
ね
た
。
そ
こ
に
は
、
張ちょう
廷てい
済さい
の
趣
味
が
窺
え
る
残ざん
碑ぴ
の
数
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
こ
の
調
査
か
ら
得
た
残ざん
碑ぴ
の
資
料
を
詳
し
く
調
べ
、
清せい
儀ぎ
閣かく
で
張ちょう
廷てい
済さい
が
行
っ
て
い
た
独
自
の
文
物
研
究
や
芸
術
・
趣
味
の
新
た
な
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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巻
盛
輯
民
国
十
六
年
（
一
九
二
七
）
有
正
書
局
『
清
画
家
詩
史
』
二
十
巻
李
之
輯
民
国
十
九
年
（
一
九
三
〇
）
寧
津
李
氏
刊
本
『
鉢
羅
室
書
画
過
目
考
』
四
巻
附
一
巻
清
・
李
玉
撰
光
緒
二
十
三
年
（
一
八
九
七
）
男
元
振
刊
本
『
清
代
名
人
尺
牘
集
小
伝
』
二
十
四
巻
清
・
呉
修
撰
発
行
年
場
所
不
明
『
清
代
僕
学
大
師
列
伝
』
二
十
五
巻
叙
伝
一
巻
支
偉
成
撰
民
国
十
四
年
（
一
九
二
五
）
上
海
泰
東
図
書
局
排
印
十
七
年
再
版
本
『
金
石
学
家
列
伝
』
発
行
年
場
所
不
明
『
清
代
学
者
像
伝
』
第
一
集
四
冊
葉
恭
綽
輯
民
国
十
九
年
（
一
九
三
〇
）
上
海
商
務
印
書
館
景
印
本
『
清
儒
学
案
小
伝
』
二
百
八
巻
徐
世
昌
撰
民
国
二
十
八
年
（
一
九
三
九
）
北
京
刊
本
『
国
朝
書
人
輯
略
』
十
一
巻
首
一
巻
清
・
震
撰
光
緒
三
十
四
年
（
一
九
〇
八
）
金
陵
刊
本
『
書
林
藻
鑑
』
十
二
巻
索
引
一
巻
馬
宗
霍
撰
民
国
二
十
五
年
（
一
九
三
六
）
上
海
商
務
印
書
館
『
皇
清
書
史
』
三
十
二
巻
首
一
巻
末
一
巻
附
録
一
巻
皇
清
書
人
別
号
録
一
巻
清
・
李
放
撰
号
録
・
葉
眉
撰
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『
清
代
七
百
名
人
伝
』
六
巻
補
編
一
巻
附
録
五
巻
蔡
冠
洛
撰
『
清
史
稿
』
中
華
書
局
本
『
清
史
列
伝
』
八
十
巻
清
・
闕
名
輯
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
上
海
中
華
書
局
『
新
編
金
石
学
録
』
松
丸
道
雄
編
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
九
月
発
行
汲
古
書
院
《
そ
の
他
の
資
料
》
『
徐
荘
手
写
清
儀
閣
古
印
考
釋
』
徐
同
柏
著
道
光
十
八
年
戊
戌
（
一
八
三
八
年
）
一
月
十
七
日
刊
と
す
る
。）
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
徐
同
柏
主
題
・
徳
著
甲
寅
（
咸
豊
四
年
一
八
五
四
年
）
閏
五
月
神
州
国
光
社
『
清
儀
閣
印
存
』『
清
儀
閣
印
存
』
徳
編
一
九
一
四
年
四
月
神
州
国
光
社
『
張
元
済
年
譜
』
張
樹
年
主
編
柳
和
城
、
張
人
鳳
、
陳
夢
熊
編
著
一
九
九
一
年
十
二
月
第
一
版
・
北
京
第
一
次
刷
商
務
印
書
館
『
太
平
寺
史
話
』
上
下
巻
鮑
翔
麟
編
嘉
興
市
南
湖
区
政
協
文
史
委
員
会
二
〇
〇
八
年
九
月
（
未
刊
本
）
『
清
儀
閣
金
石
題
識
』
張
廷
済
著
陳
其
栄
編
徐
士
愷
校
刊
一
八
九
四
年
発
行
地
不
明
）
『
清
儀
閣
金
石
文
字
拓
編
』
翁
方
綱
著
発
行
年
不
明
有
正
書
局
『
清
儀
老
人
遺
墨
』
張
廷
済
書
一
九
一
八
年
天
真
精
製
翻
印
『
石
刻
資
料
新
編
』
第
四
輯
（
七
）（
九
）
二
〇
〇
六
年
新
文
豊
出
版
『
清
儀
閣
雑
詠
』
張
廷
済
編
一
八
三
九
年
清
儀
閣
刻
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